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●エネルギー範囲と光学系
BL1N2は150～2000 eVのシンクロトロン光が利用で
きる。入口および出口スリットに挟まれた2個の偏角鏡と
3個の回折格子により分光する。

●測定手法及び利用可能設備
試料電流と蛍光X線、オージェ電子の同時測定による
深さ違いのXAFS測定
AichiSRの軟X線BL3本で共通型の
トランスファーベッセルによる大気非曝露測定

●利用区分
企業利用 196シフト（87%）
公共等利用 30シフト（13%）

測定元素一覧

測定室および測定器

ビームラインの利用状況（2022年度）

リチウムイオン電池正極材料Li(Ni1/3Co1/3Mn1/3)O2の劣化解析
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